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2018年11月28日 米国債券市場の動向（2018年11月） 
2018年11月12日 主要な資産の利回り比較（2018年11月） 

（No.3,183） 
〈マーケットレポートNo.6,329〉 

2018年11月30日 

債券ファンドからの流出とMMFへの流入が続く 
待機する世界の「投信マネー」 

（注1）EPFRグローバル：米国に本社を置く金融商品の調査会社。 
     2018年10月末現在32.8兆ドル規模の世界のファンドの資金フローデータを持つ。 
（注2）データは2017年12月～2018年11月。週次ベース。2017年12月からの累計。 
（注3）「新興国アジア」は中国、インド、韓国、台湾、インドネシア、マレーシア、フィリピン、 
           タイ、ベトナム、パキスタン、バングラデシュ。 
（出所）EPFRグローバルのデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

 11月の「投信マネー」は全体として▲99億ドルと

10月の▲219億ドルに比べ流出超過額が縮小

しました。 

 債券ファンドは▲250億ドルと前月の▲304億ド

ルに引き続き高水準の流出超となりました。内訳

を見ると、「先進国」が▲226億ドル（前月

▲277億ドル）、「新興国」が▲25億ドル（同

▲26億ドル）でした。「先進国」のうち「欧州」や

「グローバル」はここ2～3カ月の間に流出が加速し

ています。 

 こうした背景には、12月で終了する欧州中央銀

行（ECB）の量的緩和策や米連邦準備制度

理事会（FRB）の利上げ継続などから、今後の

債券市場に対する不透明感が強まっていることが

背景と考えられます。 

債券ファンドから流出 

MMFで待機する「投信マネー」 

株式ファンドは「新興国アジア」が流入超 
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 一方、株式ファンドは26億ドルの流入超に転じま

した（前月は▲52億ドル）。内訳を見ると、「先

進国」は2カ月連続の流出超で▲62億ドル（前

月▲101億ドル）となりましたが、「新興国」が2カ

月連続の流入超で88億ドル（前月49億ドル）

となりました。中心は「新興国アジア（注3）」です。 

 MMFは基調として年央までの流出超から流入超

に転じました。9月は▲49億ドルでしたが、10月

は299億ドル、11月は324億ドルと2カ月連続で

大幅な流入超となりました。「投信マネー」は

MMFで待機している状況です。 

https://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/global/news181112gl.html
https://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/usa/news181128us.html

